
2．単 独 決 算 の 概 要

１．需    要

この結果、販売電力量合計では、１.２％の減少となりました。

（単位：百万ｋＷｈ）

２．供    給

ら、安定供給を維持することができました。

（単位：百万ｋＷｈ）

・ 電灯および電力は、春先の低気温による暖房需要の増加はありましたが、節電のご協力をいただい

た影響などから、０.２％の減少となりました。

・ 特定規模需要は、春先の低気温による暖房需要の増加はありましたが、節電のご協力をいただいた

前　　期
累  計  期  間 累  計  期  間

影響や、紙・パルプ、鉄鋼業での生産減などから、２.０％の減少となりました。

(A) (B) (A)-(B) (A)/(B)

・

販 売 電 力 量

当第２四半期 前第２四半期
増　　減 前年同期比％

11,818

模需要 電 力 914 892 22 102.5 2,696

特定規 電 灯 5,302 5,338 △ 36 99.3

14,514

特 定 規 模 需 要 8,207 8,371 △ 164 98.0 16,670

以　外 電 灯 電 力 計 6,216 6,230 △ 14 99.8

泊発電所が全基停止していることに加え、火力発電所の計画外停止・出力抑制などがありました・

合 計 14,423 14,601 △ 178 98.8 31,184

△ 477 95.5

計 12,543 13,444 △ 901 93.3

が、出水率が１０６.９％と平年を上回ったことや、供給設備の適切な運用を図ったことなどか

供 給 電 力 量

当第２四半期 前第２四半期
増　　減 前年同期比％ 前　　期

累  計  期  間 累  計  期  間

(A) (B) (A)-(B) (A)/(B)

24,349

( 99.8)

水 力

△ 784 － 784

(設備利用率 ％ ) (  －) ( 8.6) (△ 8.6) ( 4.3)

3,104 2,595 509 119.6 6,283

( 出 水 率 ％ ) ( 106.9) ( 90.2) ( 16.7)

28,685

新 エ ネ ル ギ ー 等 47 40 7 120.9 130

2,294 1,941 353 118.2 3,422

原 子 力 － 784

34,938

揚 水 用 △ 11 △ 10 △ 1 108.0 △ 22

自
　
　
社

火 力 10,202 10,679

合 計 15,635 16,016 △ 381 97.6

融 通 △ 1 △ 13 12 6.7 △ 8

他 社 受 電



３.収    支

（１）収    益

（２）費    用

（３）損    益

格買取制度の影響などはありましたが、海外炭火力発電所の稼働増や豊水などにより、１０８

ました。

賠償支援機構一般負担金の計上などにより、１３２億円（１９.５％）の増加となりました。

させていただきます。

・

・

この結果、経常費用合計では、２億円（０.１％）増加し、３,１８９億円となりました。

また、繰延税金資産の回収可能性の見直しに伴い、繰延税金資産を計上した影響などにより、

億円（△７.９％）の減少となりました。

四半期純損益は、損失幅が４７０億円縮小し１１億円の損失となりました。

・ 電灯・電力収入は、販売電力量の減少はありましたが、電気料金の値上げや再生可能エネル

・ 人件費は、給料手当の削減などにより、３７億円（△１２.０％）の減少となりました。

その他収益は、再生可能エネルギーの固定価格買取制度に基づく交付金の増加などにより、・

・

ギーの固定価格買取制度に基づく賦課金の増加などにより、２４億円（０.９％）の増加とな

７３億円（７８.６％）の増加となりました。

この結果、経常収益合計では、９７億円（３.６％）増加し、２,７９５億円となりました。

りました。

・ 燃料費・購入電力料は、泊発電所３号機の停止日数の増加や再生可能エネルギーの固定価

・

・

修繕費は、発電設備に係る定期検査費用の増加などにより、７億円（２.３％）の増加となり

減価償却費は、ほぼ前年同期並みとなりました。

・

・

・

支払利息は、有利子負債の増加などにより、８億円（１２.１％）の増加となりました。

以上により、経常損益は、損失幅が９４億円縮小し３９４億円の損失となりました。

その他費用は、再生可能エネルギーの固定価格買取制度に基づく納付金の増加や原子力損害

中間配当につきましては、誠に申し訳なく存じますが、これまで公表してきたとおり、無配と



収 支 比 較 表 （単位：百万円）

電 灯 料 119,835 118,721 1,113 100.9 253,967

電 力 料 142,969 141,672 1,297 100.9 286,553

(　小　　計　) ( 262,805 ) ( 260,394 ) ( 2,410 ) ( 100.9 ) ( 540,520 )

そ の 他 収 益 16,754 9,383 7,371 178.6 38,594

［ 売   　　上　   　高 ］ [ 278,029 ] [ 268,278 ] [ 9,750 ] [ 103.6 ] [ 559,349 ]

合 計 279,559 269,777 9,781 103.6 579,114

人 件 費 27,203 30,907 △ 3,703 88.0 58,051

燃 料 費 ・ 購 入 電 力 料 125,781 136,620 △ 10,838 92.1 314,914

修 繕 費 32,959 32,227 732 102.3 76,452

減 価 償 却 費 44,047 44,045 2 100.0 92,047

支 払 利 息 8,046 7,176 870 112.1 15,006

そ の 他 費 用 80,926 67,701 13,225 119.5 141,313

合 計 318,965 318,678 287 100.1 697,785

[ △ 32,234 ] [ △ 40,380 ] [ 8,145 ] [ － ] [ △ 120,075 ]

△ 39,405 △ 48,900 9,494 － △ 118,670

2,620 △ 657 3,278 － 1,413

△ 42,026 △ 48,242 6,215 － △ 120,083

△ 40,845 － △ 40,845 － －

△ 1,180 △ 48,242 47,061 － △ 120,083

（注）営業損益、経常損益、税引前四半期(当期)純損益、四半期(当期)純損益欄の△は、損失を示しております。

四 半 期 ( 当 期 ) 純 損 益

経
　
 
常
　
 
収
　
 
益

経
　
 
常
　
 
費
　
 
用

［ 営 業 損 益 ］

経 常 損 益

渇水準備金引当又は取崩し

税引前四半期(当期)純損益

法 人 税 等

当第２四半期 前第２四半期
前年同期比％ 前　　期増　　減

累  計  期  間 累  計  期  間

(A) (B) (A)-(B) (A)/(B)


